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交通事故発生状況 

　総件数 
　人身事故 

　　死　者 
（うち高齢者） 

（うち高齢者） 
　　傷　者 
　物損事故 

232件 
31件 

1人 

＋17 
＋3

（23） （＋12） 

（1） （＋1） 
±0

32人 
201件 

±0 
＋8

件数内訳 平成２２年6月末 前年比 

※高齢者＝65歳以上 

7月の納税 
固 定 資 産 税s1期 
国民健康保険税s2期 
納 期 限s8月 2日（月） 
口座振替s7月26日（月） 

男 
女 
合　計 
世帯数 

5月末現在 

人 
人 
人 
世帯 

6月末現在 月間増減 
出生 

－ 
－ 
－ 
－ 
 

－ 
－ 
－ 
 

－ 
－ 
－ 
 

死亡 転入 
自然動態  社会動態  

人 
人 
人 
世帯 

人 
人 
人 
世帯 

計 転出 
12,634 
13,807 
26,441 
8,300

9 
8 
17

12,622 
13,797 
26,419 
8,286

12 
10 
22 
14

13 
15 
28

4 
7 
11

16 
19 
35

24 
22 
46

8 
3 
11

計 

人口の動き 

編
集
後
記 

広
告 

広
告
の
お
申
し
込
み
は 

秘
書
・
広
報
課
ま
で 

　
梅
雨
に
入
り
、
蒸
し
暑

い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

九
州
や
四
国
で
は
大
雨
に

よ
る
被
害
が
出
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
は
勝
山
で
も

気
象
情
報
に
注
意
を
し
て

く
だ
さ
い
。
 

　
梅
雨
が
明
け
る
と
今
年

も
勝
ち
山
夏
物
語
が
や
っ

て
き
ま
す
。
今
年
は
、
ゆ

め
お
ー
れ
勝
山
の
開
館
1

周
年
と
恐
竜
博
物
館
開
館

１０
周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ

ン
ト
が
目
白
押
し
で
、
真

夏
の
勝
山
を
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
7

月
１７
日
か
ら
の
3
日
間
開

催
さ
れ
る
、
ゆ
め
お
ー
れ

開
館
1
周
年
イ
ベ
ン
ト
に

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
本
誌
記
事
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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「願い事は？」 
　6月18日に成器南幼稚園の園児が、ゆめお
ーれ勝山で七夕の飾りつけをしました。 
　短冊もいっぱい付けました。お願い事は何が
書いてあったかな？ 

「願い事は？」 
　6月18日に成器南幼稚園の園児が、ゆめお
ーれ勝山で七夕の飾りつけをしました。 
　短冊もいっぱい付けました。お願い事は何が
書いてあったかな？ 

（117）

元
小
笠
原
藩
の
神
宮
寺
と

八
幡
神
社

ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
の
南
側
に
は
大
蓮
寺
川
に
架

か
る
橋
が
あ
り
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
議
会
に

よ
っ
て
「
神
宮
寺
橋
」
の
道
標
が
立
て
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
あ
た
り
は
、
小
笠
原
家
の
鎮
守
八は

ち

幡ま
ん

神

社
と
、
そ
の
別
当
の
神
宮
寺
が
あ
っ
た
場
所
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
小
笠
原
藩
主
貞
信
公
が
元
禄
四
年

（
一
六
九
一
）
に
勝
山
入
部
の
際
に
勧か

ん

請じ
ょ
う

し
（
神

仏
の
分
霊
を
請
じ
迎
え
る
）、
そ
の
後
、
五
代
信

房
が
勝
山
城
再
建
に
当
た
り
、
明
和
七
年
（
一
七

七
〇
）
五
月
十
四
日
、「
神
宮
寺
」
と
当
家
の
鎮

守
「
八
幡
宮
（
天
満
宮
・
金か

な

鑚さ
な

大
明
神
も
合
祀
）」

を
城
の
巽

た
つ
み

（
南
東
）
に
還
し
て
建
立
し
た
も
の
で

あ
る
（「
小
笠
原
家
譜
」
開
禅
寺
文
書
）。
つ
ま
り
、

勝
山
城
再
建
に
際
し
て
二
の
丸
東
南
の
位
置
に
堀

を
隔
て
て
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
大
蓮

寺
川
の
位
置
は
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
当
時
は
神
宮
寺
川
と
称
し

て
い
た
。

天
保
年
間
「
越
前
勝
山
ノ
図
」（
松
井
つ
ね
子

家
蔵
）
に
、
左
側
に
神
宮
寺
、
右
側
に
鳥
居
（
八

幡
社
）
が
並
ん

で
描
か
れ
て
い

る
。
神
宮
寺
は

八
幡
社
の
別
当

寺
（
神
社
に
付

属
し
て
置
か
れ

た
寺
）
で
あ
っ

た
。
こ
の
八
幡

社
・
神
宮
寺
境
内
の
範
囲
は
、
交
番
前
の
交
差
点

を
含
む
か
な
り
広
い
地
域
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

『
平
泉
寺
史
要
』
に
よ
る
と
、
八
幡
宮
は
平
泉

寺
末
と
さ
れ
、
八
幡
宮
領
と
し
て
二
十
五
石
、
宮

地
一
反た

ん

一
畝せ

歩ぶ

、
寺
地
一
反
三
畝
歩
、
社し

ゃ

頭と
う

二
間

四
方
、
拝は

い

殿で
ん

三
間
四
方
、
住じ

ゅ
う

坊ぼ
う

九
間
四
方
、
表

門
・
土
蔵
が
あ
っ
た
。

江
戸
期
に
は
、
八
幡
神
社
で
は
、
三
月
十
五
日

に
小
笠
原
氏
先
祖
の
武
功
を
た
た
え
る
「
鶯

う
ぐ
い
す

太

刀
の
祭
」
が
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
た
。

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ

て
小
笠
原
藩
は
な
く
な
り
、
ま
た
、
神
仏
分
離
令

に
よ
っ
て
八
幡
宮
は
八
幡
神
社
と
改
称
し
て
神
明

神
社
内
に
合
祀
さ
れ
、
神
宮
寺
は
廃
さ
れ
た
。
現

在
も
字
名
「
一
七
字
八
幡
」
だ
け
は
残
っ
て
い
る
。

文
化
財
保
護
委
員
　
増
田
公
輔

神宮寺 

八幡社 

「越前勝山ノ図」に描かれた神宮寺
と八幡社

元神宮寺川（大蓮寺川）に
架かる神宮寺橋



午後3時50分～　開会式（元禄線　深谷病院前特設会場） 

午後4時05分～　安全祈願祭 

午後4時20分～　元禄線会場　パレード演技スタート 

午後6時15分～　ゆめおーれ広場ステージ演技スタート 

午後7時45分～　総踊り、ストリートダンスショー 

午後8時00分～　かちやまワッショイ表彰式 

かちやまワッショイタイムスケジュール 

かちやまワッショイ2010
出場チーム紹介（受付順） 

※演技順については、7月23日の代表者会議での 
　抽選で決定します 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15

旭町体協チーム・ザ・夏ＫＡ舞ＢＵ喜ＫＩ 
ＣＳポップスター 
極舞人 
酔・舞・心 
蝶よ花よ組 
ディープナチュ～ 
ＫＯＮＪＩＫＩ 
旭桜組 
響 
道楽 
鹿谷童子 
結 
限界突破 
福井県医療福祉専門学校～一軌一悠～ 
乱武ＯＨＡＮＡ 

8月8日（日） 
　午後7時～ 
陸上自衛隊 
第10師団音楽隊コンサート 
ところs市民会館大ホール（要入場整理券） 

※入場整理券は7月26日から市役所または

各公民館で配布します 

 

 

 

8月13日（金） 
　午後6時～ 
大師山たいまつ登山 
集合場所s越前大仏駐車場 

 

 

 

8月14日（土） 
　午後1時～ 
ミニ鉄道博物館＆エコイベント 
ところs勝山駅裏駐車場 

内　容sテキ6の展示、ギャラリー電車（要

申込）、エコ体験イベント 

 

 

　午後１時30分～ 
かつやま恐竜パレード 
ところs元禄線 

内　容s恐竜のパフォーマンスをしながら通

りを練り歩きます 

 

　午後3時50分～ 
かちやまワッショイ2010 
ところs元禄線、ゆめおーれ広場 

内　容s元禄線で2回、ゆめおーれ広場で1

回の合計3回の演舞 

 

　午後8時15分～ 
納涼花火大会2010 
ところs弁天緑地公園 

8月15日（日） 
　午前9時～ 
平泉寺歴史オリエンテーリング 
集合場所sまつや前市営駐車場 

募集人員s先着50組（2人1組） 

募集期限s8月13日（金）　参加料無料 

 

 

　午後3時～ 
谷はやし込み行列 
ところs北谷町谷 伊良神社 

内　容s江戸時代中期に始まったとされる伝

統行事 

※無料送迎バス有（要申込） 

 

 

　午後5時～ 
ふるさとの踊り 
ところsゆめおーれ広場 

　　　　（雨天時：教育会館） 

内　容s手打ちそば祭り、郷土芸能発表、盆踊り 

 

 

8月16日（月） 
　午後4時～ 
かち山ちょうちん登山 
集合場所s村岡小学校グラウンド 

 

 

8月21日（土） 
　午後6時～ 
越前禅定道修験者マラソン前夜祭 
杉田二郎ライブコンサート 
ところsゆめおーれ広場　参加料無料 

 

 

8月22日（日） 
　午前10時30分～ 
遊舞っさ6 
ところs市民会館大ホール 

内　容s青年団体連絡会によるストリートダ

ンスイベント 

　
今
年
の
勝
ち
山
夏
物
語
は
、
は
た
や
記
念
館
ゆ
め

お
ー
れ
勝
山
開
館
１
周
年
と
、
恐
竜
博
物
館
開
館
１０

周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
す
。
 

　
7
月
１７
日
か
ら
１９
日
ま
で
、
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
で

各
種
コ
ン
サ
ー
ト
や
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
な
ど
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

　
8
月
１４
日
に
は
恐
竜
博
物
館
開
館
１０
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
の
「
か
つ
や
ま
恐
竜
パ
レ
ー
ド
」
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
に
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
か
ち
や
ま
ワ
ッ
シ

ョ
イ
2
0
1
0
」
が
始
ま
り
ま
す
。
 

　
今
年
の
夏
も
「
勝
ち
山
夏
物
語
」
で
盛
り
上
が
り

ま
し
ょ
う
。
 

ごく　ぶ　  と 

あそぼ 

生活環境課（188‐8104） 申 ・ 問 

史蹟整備課（188‐8113） 申 ・ 問 

未来創造課（188‐8113） 申 ・ 問 
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臨時駐車場一覧 

※日程によっては使えない場合もあります 
※できるだけ公共交通機関をご利用ください 

車両規制区域 

バス迂回路（平泉寺線・コミュ 
ニティバス・ぐるりん） 

バス迂回路（上記以外） 

ご不便をおかけしますが、ご協力を
お願いします。 

8月14日（土）正午～午後8時 

大師山 

（社）勝山観光協会 

大清水広場 

教育会館 

教育会館裏 

旧JAテラル越前 
勝山中央支所 

市立図書館 

ケイテー㈱ 成器西小学校 

市営体育館 

長山トンネル 

至石川県 

勝山郵便局 

弁天河原 

大阪特殊合金㈱ 
　　　勝山工場 

浄化センター 

勝山駅 
えちぜん鉄道 

福井社会保険病院 

村岡公民館 

すこやか 

越前大仏 

本町通り 

後町通り 

東縦貫線 至大野 

至大野 

西環状線 

九頭竜川 

至福井 

至福井 

勝山ニューホテル 

白山平泉寺 

勝山城博物館 

勝山商工会議所 

県立恐竜博物館 

勝山市役所 
市民会館 

元
禄
線 

村岡山 

臨時駐車場 

トイレ 

勝山郵便局 

勝山駅 

西環状線 

九頭竜川 勝山橋 

ゆめおーれ勝山 

市立図書館 

えちぜん鉄道 

花火会場 

●警備本部 

勝山橋 東詰～西詰 
19:00～21:30
車両通行止め 
（バス・タクシーは通行可） 

勝山橋 西詰～中島区（市道） 
19:00～21:30
車両通行止め 

西環状線西側区内道路 
19:00～21:30
車両通行自粛 

勝山橋　上流側歩道 
19:00～21:30
通行止め 

通行止め 
正午～20:00

通行止め 
正午～8/15午後10時 

通行止め 
正午～15:00

8月14日（土）（午後7時以降）車両通行止めのご案内 8月14日（土）車両規制区域のご案内 

ボランティア募集中 ボランティア募集中 ボランティア募集中 ボランティア募集中 
　今年で9回目を迎えるかちやまワッショイ。当日ボ

ランティアとして、このイベントを盛り上げてくれる

仲間を募集しています。 

夏の夜空を彩る夢ロマン 

勝山商工会議所まちなか賑わい事業 

納涼花火大会2010
夏の夜空を彩る夢ロマン 

勝山商工会議所まちなか賑わい事業 

と　き　8月14日（土）午後8時15分～ 

ところ　弁天緑地公園 

　　　　※雨天の場合は、翌日に順延します 

と　き　8月14日（土）午後8時15分～ 

ところ　弁天緑地公園 

　　　　※雨天の場合は、翌日に順延します 

納涼花火大会2010
はたや記念館 
　ゆめおーれ勝山 

 

ゆ め お ー れ 勝 山  

越前信用金庫勝山支店駐車場 

旧JAテラル越前勝山中央支所 

市 役 所 周 辺 駐 車 場  

成 器 西 小 学 校  

勤 労 者 体 育 館 駐 車 場  

教 育 会 館 駐 車 場  

ケ イ テ ー 社 員 駐 車 場  

北陸労働金庫勝山支店駐車場  

福 邦 銀 行 勝 山 支 店 駐 車 場  

勝 山 商 工 会 議 所  

市 営 体 育 館 駐 車 場  

フェローテックシリコン㈱　  
　 福 井 工 場 社 員 駐 車 場  

えちぜん鉄道かつやま駅駐車場 

大 阪 特 殊 合 金 ㈱ 勝 山 工 場  

浄 化 セ ン タ ー 

勝山市役所 

勝山郵便局 

勝山商工会議所（188‐0463） 勝山商工会議所（188‐0463） 問 

観光政策課（188‐8117） 申 ・ 問 

8/13（金） 
大師山たいまつ登山 

8/15（日） 
ふるさとの踊り 

8/14（土） 

8/15（日） 
谷はやし込み行列 

8/16（月） 
かち山ちょうちん登山 

8/8（日） 
陸上自衛隊 
第10師団音楽隊コンサート 

8/22（日） 
遊舞っさ6

8/14（土） 
納涼花火大会2010

8/15（日） 
平泉寺 
歴史オリエン 
テーリング 

8/14（土） 
ミニ鉄道博物館＆エコイベント 

8/14（土） 
かつやま 
　恐竜パレード 

8/21（土） 
杉田二郎ライブコンサート 

「ごみは各自持ち帰りましょう」 
勝山市 

かちやまワッショイ2010
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恐
竜
博
物
館
開
館
１０
周
年
記
念
事
業 

ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
勝
山
が
開
館
開
館
１
周
年
周
年
！ 

ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
が
開
館
１
周
年
！ 

　
昨
年
、

　
昨
年
、
勝
山
の
織
物
製
造
業
の
歴

勝
山
の
織
物
製
造
業
の
歴

史
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
施
設
と
し
て
、

史
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
施
設
と
し
て
、

ま
た
、

ま
た
、
ま
ち
な
か
散
策
の
起
点
や
市

ま
ち
な
か
散
策
の
起
点
や
市

民
と
観
光
客
が
交
流
を
深
め
る
施
設

民
と
観
光
客
が
交
流
を
深
め
る
施
設

と
し
て
、

と
し
て
、「
は
た
や
記
念
館
　
ゆ
め

「
は
た
や
記
念
館
　
ゆ
め

お
ー
れ
勝
山
」

お
ー
れ
勝
山
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
た
。 

　
こ
の
１
年
間
で
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山

　
こ
の
１
年
間
で
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山

を
訪
れ
た
か
た
は
、

を
訪
れ
た
か
た
は
、
予
想
を
大
き
く

予
想
を
大
き
く

上
回
る
約

上
回
る
約
１６
万
人
と
な
り
ま
し
た
。

万
人
と
な
り
ま
し
た
。 

　
7
月
１７
日
か
ら
は
、

日
か
ら
は
、
開
館
１
周
年

開
館
１
周
年

を
記
念
し
て
、

を
記
念
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が

行
わ
れ
ま
す
。

行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ぜ
ひ
、
ご
家
族
や
お

ご
家
族
や
お

友
達
と
一
緒
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ

友
達
と
一
緒
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ

い
。
い
。 

　
昨
年
、
勝
山
の
織
物
製
造
業
の
歴

史
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
施
設
と
し
て
、

ま
た
、
ま
ち
な
か
散
策
の
起
点
や
市

民
と
観
光
客
が
交
流
を
深
め
る
施
設

と
し
て
、「
は
た
や
記
念
館
　
ゆ
め

お
ー
れ
勝
山
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。 

　
こ
の
１
年
間
で
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山

を
訪
れ
た
か
た
は
、
予
想
を
大
き
く

上
回
る
約
１６
万
人
と
な
り
ま
し
た
。 

　
7
月
１７
日
か
ら
は
、
開
館
１
周
年

を
記
念
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が

行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
や
お

友
達
と
一
緒
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ

い
。 

はたや記念館　ゆめおーれ勝山開館１周年記念祭　スケジュール 

福井県立恐竜博物館は開館10周年を迎えました 
恐竜王国かつやまのシンボル！！ 

7月17日（土） 

10：00～ 記念式典・北保育園アトラクション（屋外ステージ） 
11：00～、14：00～ 大道芸人ショー（屋外ステージ） 
12：00～ キッズチアダンス＆バルーンアート（屋外ステージ） 
13：30～、16：30～ マジックショー（屋外ステージ） 
15：00～ プレミアム地域商品券 大抽選会（屋外ステージ） 
17：30～ ミュージカル「この川のほとりで」 
 　　　　（ドラゴン・ファミリー）（屋外ステージ） 

7月18日（日） 
10：00～ 花の苗の無料配布（ゆめおーれ広場） 
11：00～ 10勝山バンド祭りinゆめおーれ（屋外ステージ） 

7月19日（月・祝） 
10：00～ 日本の往年の名車が集まるクラシックカーの展示（ゆめおーれ広場） 
13：30～ 沖縄南風 & レゲエライブ（南風（ぱいかじ）ファミリー、Sing J Roy）（屋外ステージ） 
15：30～　18:00～ ミュージカル「この川のほとりで」（ドラゴン・ファミリー）（屋外ステージ） 

　このほかにも、イベント体験ホールではゆめおーれ勝山オープニング 
イベント回想写真展が、ゆめおーれ広場では観光物産展（7/17・18）や 
草木染め体験（7/18・19）が行われます。 観光政策課（188‐8117） 問 

特
別
展
開
催 
関
連
イ
ベ
ン
ト 

「
ア
ジ
ア
恐
竜
時
代
の
幕
開
け 

　
　
ー
巨
大
恐
竜
の
進
化
ー
」 

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館 

　
　
　
　
　
　
　
　（
1

８８
‐
0
0
0
1
） 

問 

恐
竜
博
物
館
で
は
、
7
月
9
日
（
金
）
か

ら
、
特
別
展
「
ア
ジ
ア
恐
竜
時
代
の
幕
開
け

ー
巨
大
恐
竜
の
進
化
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

ア
ジ
ア
地
域
は
、
近
年
、
恐
竜
研
究
が
最
も

盛
ん
な
地
域
の
ひ
と
つ
と
し
て
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
我
々
の
住
む
ア
ジ
ア
で
は
ど
の

よ
う
に
恐
竜
が
進
化
し
て
き
た
の
か
、
ル
ー

フ
ェ
ン
ゴ
サ
ウ
ル
ス
や
ア
ジ
ア
初
公
開
と
な

る
エ
ウ
ヘ
ロ
プ
ス
の
全
身
骨
格
、
福
井
産
竜

脚
類
化
石
な
ど
を
も
と
に
、
タ
イ
、
中
国
、

日
本
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
ア
ジ
ア
の
恐
竜

の
歴
史
に
つ
い
て
、
巨
大
恐
竜
「
竜
脚
類
」

を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

開
催
期
間
▼
7
月
9
日
（
金
）
〜

１１
月
7
日
（
日
）

と
こ
ろ
▼
県
立
恐
竜
博
物
館
3
階特

別
展
示
室

開
館
時
間
▼
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
３０
分
ま
で
）

休
館
日
▼
7
月
１４
日
（
水
）
、
9
月
8
日

(

水)

・
２２
日(

水)

、
１０
月
１３
日
（
水
）
・

２７
日
（
水
）

入
場
料
▼
一
　
　
　
　
般
　
1
0
0
0
円

大
学
・
高
校
生
　
　
8
0
0
円

小
・
中
学
生
　
　
6
0
0
円

７０
歳
以
上
の
か
た
　
5
0
0
円

※
右
記
の
料
金
で
常
設
展
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す

ス
ク
リ
ー
ン
映
写
会

上
映
期
間
▼

7
月
１７
日
（
土
）
〜
１９
日
（
月
・
祝
）

と
こ
ろ
▼
ゆ
め
お
ー
れ
広
場

内
　
容
▼

１７
日
　
「
ア
イ
ス
エ
イ
ジ
3
」

１８
日
　
「
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
2
」

１９
日
　
「
ダ
イ
ナ
ソ
ー
」

※
な
お
、
期
間
中
は
エ
キ
ス
ポ
2
0
0
0
映

像
「
未
来
か
ら
来
た
恐
竜
」
も
上
映
さ
れ

ま
す

メ
モ
リ
ア
ル
写
真
展

展
示
期
間
▼

7
月
１９
日
（
月
・
祝
）
〜
8
月
１６
日
（
月
）

と
こ
ろ
▼
市
民
会
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

特
別
展
講
演
会
「
ア
ジ
ア
の
恐
竜
」

中
国
の
恐
竜
研
究
の
歴
史
や
最
新
情
報
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
聴
講
無
料
。

と
　
き
▼
7
月
１７
日
（
土
）

午
後
2
時
〜
3
時
３０
分

と
こ
ろ
▼
恐
竜
博
物
館
3
階
　
講
堂

講
　
師
▼
董

枝
明
（
ド
ン
・
ジ
ミ
ン
）
氏

（
中
国
科
学
院
古
脊
椎
動
物
古
人
類
研
究

所
・
教
授
）
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現時点での素案 

平成22年3月の素案 

第5次勝山市総合計画策定進捗状況 第5次勝山市総合計画策定進捗状況 第5次勝山市総合計画策定進捗状況 
市民アンケート結果 

勝山が好き 34.8％　勝山がきらい 4.8％ 
好きなところもあれば、きらいなところもある 58.0％ 

　総合計画策定に対する市の基本的な考え方・方向性

について、市民の皆さまのご意見・ご提案をお聞きす

るため、左記の日程で地区別座談会を開催しています。 

※村岡地区は日程調整中です 

アンケート調査概要 

　アンケートの全集計結果は、勝山市ホームページに掲載 
しています。 

調査の期間 平成21年12月24日～平成22年1月18日 

調査の対象 19歳以上の市内居住者 

調査対象数 22,067人 

回 答 者 数 15,793人（回収率71.6％） 

内　　　訳 男　　 性　7,498人（47.5％） 

 女　　 性　7,926人（50.2％） 

 49歳以下　5,769人（36.5％） 

 50歳以上　9,868人（62.5％） 

あなたは、勝山市が「好き」ですか？ 
「きらい」ですか？ 

問 

勝山市の「好き」なところは何ですか？ 問 

好き 
34.8％ 

きらい 4.8％ 

無回答　2.5％ 

好きなところもあれば、 
きらいなところもある 

58.0％ 

水や空気、食べ物がおいしい 

まち並みや自然が美しい 

全てを含めこのまちに愛着がある 

人の気持ちがあたたかい 

雪があってスキーなどが楽しめる 

歴史や文化を誇りに思う 

福祉・医療が充実している 

教育環境が充実している 

全てを含めこのまちを誇りに思う 

その他 

無回答 
0 10 20 30 40 50 60 70 80（％） 

77.1％ 

36.8％ 

25.4％ 

20.4％ 

18.4％ 

18.1％ 

14.7％ 

6.3％ 

6.3％ 

2.6％ 

勝山市の「きらい」なところは何ですか？ 問 

雪が多くて除雪などに困る 

近くに働く場が少ない 

買い物やレジャーの場所が少ない 

福祉・医療体制が不十分 

人の気持ちが冷たい 

教育環境の整備が不十分 

すべてを含めこのまちを誇りに思えない 

すべてを含めこのまちに愛着が感じられない 

歴史や文化が大切にされていない 

まち並や自然が美しくない 

水や空気、食べ物がまずい 

その他 

無回答 

69.6％ 

52.8％ 

51.1％ 

22.6％ 

12.2％ 

10.5％ 

5.3％ 

5.1％ 

4.0％ 

3.7％ 

1.1％ 

5.2％ 

11.4％ 

7.3％ 

0 10 20 30 40 50 60 70（％） 

（仮称）勝山中学校 
　現在の成器西小学
校の活用を軸に検討
します。 

（仮称）中部小学校 
　現在の勝山中部中
学校の活用を軸に検
討します。 

（仮称）勝山中学校 
　現在の勝山中部中
学校の活用を軸に検
討します。 

（仮称）中部小学校 
　現在の成器西小学
校の活用を軸に検討
します。 

勝山北部中学校 

勝山中部中学校 

勝山南部中学校 

成器西小学校 

野向小学校  

村岡小学校  

変更 

地区別座談会を開催しています 

お子様連れのかたも気軽にお越しください！ 
チャイルドルーム（お子様預かり所）完備！ 

市民アンケートから（抜粋） 

7月 4日（日） 午後7時～ 
7月16日（金） 午後7時30分～ 
7月17日（土） 午後7時～ 
7月18日（日） 午後7時～ 
7月19日（月・祝） 午後7時～ 
7月23日（金） 午後7時～ 
7月27日（火） 午後7時～ 
7月28日（水） 午後7時～ 
7月29日（木） 午後7時～ 
8月 3日（火） 午後7時～ 
8月 6日（金） 午後7時～ 

座談会開催日時 地 区 名 
北郷（上） 
平 泉 寺  
荒 土  
北郷（下） 
北 谷  
遅 羽  
勝山（西校下） 
勝山（南校下） 
野 向  
猪 野 瀬  
鹿 谷  

会　　　場 
北 郷 公 民 館  
平 泉 寺 公 民 館  
荒 土 公 民 館  
伊 知 地 公 民 館  
北 谷 公 民 館  
遅 羽 公 民 館  
教育会館第１研修室 
教育会館第１研修室 
野 向 公 民 館  
猪 野 瀬 公 民 館  
鹿 谷 公 民 館  

（平成22年7月7日現在） 

　昨年末に実施しました「第5次勝山市総合計画策定のための市民アンケート」へのご協力、

ありがとうございました。 

　このアンケートは、昨年度実施した市長となんでも語ろう会、地区別座談会および各種団

体との語る会などでいただいたご意見を参考に、各設問・選択肢を設定し実施したものです。 

　アンケートを通じて、市民の皆さまの勝山市に対する愛着度や、各種施策についてなど

これからのまちづくりに関するさまざまなご意見、

ご提案をいただきました。 

　今後は、これらのご意見を踏まえた市の基本的な

考え方・方向性を、地区別座談会などで市民の皆さ

まにご提示した上でさらに議論を深め、「持続可能

な選択されるまち」の実現を目指す総合計画策定に

向けて市民の皆さまとともに取り組んでいきます。 

未来創造課（188‐1115） 問 

　広報かつやま4月号でお示しした素案では、「（仮称）

勝山中学校」の位置については、現在の成器西小学

校の活用を軸に検討することとしていました。しかし、

その後、庁内で精査を重ねて総合的に判断した結果、

現在の勝山中部中学校の活用を軸に検討することと

しました。（下図参照） 

　それにともない、「（仮称）中部小学校」の位置は、

現在の成器西小学校の活用を軸に検討していきます。 

　また、（仮称）南部小学校と新体育館の位置につい

て、南部小学校については現在の成器南小学校の活

用を軸に、新体育館の位置については現在の勝山南

部中学校の活用を軸に検討することとしました。 

　なお、今回の素案については、地区別座談会およ

び保護者を対象にした説明会などで、市民の皆さま

にお示しし、ご意見・ご提案をいただきながら方向

性を定めていきます。 

　市では、第5次勝山市総合計画の策定に向けて、市民ア

ンケートや地区別座談会などを通じて、市民の皆さまから

各政策に関するさまざまなご意見をお聞きしてきました。 

　その中で、皆さまが特に関心を寄せていることや課題と

して感じていることについて検討した結果、次の6つの視

点を基本に総合計画策定を進めることとしました。 

　これらの基本的視点の内容、各施策の具体的な方向性に

ついては、今後、市担当部局ごとの各種計画策定にともな

う関係機関・団体との協議、地区別座談会などさまざまな

機会を通じて市民の皆さまと意見交換しながら、総合計画

の中に組み込んでいきます。 

第5次勝山市総合計画策定に向けた 
6つの基本的視点 

第5次勝山市総合計画策定に向けた 
6つの基本的視点 

小中学校の再編について 
　市の素案を一部変更しました 
小中学校の再編について 
　市の素案を一部変更しました 

総合計画策定の基本的視点（素案） 
○エコ環境都市の実現 
　美しい自然環境の保全と活用 

　人々の日常生活の中における環境意識の促進 

○子育て環境モデル都市、健康長寿のまち勝山 
　誰もが安心して子どもを産み育める環境づくり 

　誰もが健康で生き生きと暮らせる環境づくり 

○働く場の確保・観光政策 
　さまざまな分野に視点を置いた働く場の確保 

　市内観光施設が連携した観光推進および観光情報発信 

○循環型農業の推進、林業の振興 
　後継者の育成および新規就業者への支援 

　耕作放棄地への対策 

　環境にやさしい循環型農業の推進 

○雪に強いまちづくり、交通体系 
　高齢化に対応した除排雪対策の強化 

　誰もが利用しやすい公共交通体系の整備 

○教育、文化、スポーツ振興 
　道徳や命の大切さに関する教育の推進 

　地域に息づく伝統行事の保存と活用 

　個人でもスポーツを楽しむことができる環境づくり 
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市
民
課
　
　
　 

　
　（
1

８８
‐
8
1
0
2
） 

問 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ
 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ
 

　
現
在
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
保
険
証

の
有
効
期
限
は
、
7
月
３１
日
（
土
）
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
新
し
い
保
険
証
は
7
月
中
旬
ご
ろ
に
、
福

井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
郵
送

さ
れ
ま
す
。
8
月
１
日
（
日
）
か
ら
お
使
い

く
だ
さ
い
。
 

※
8
月
１
日
か
ら
の
負
担
割
合
は
、
前
年
の

所
得
で
判
定
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
負
担

割
合
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
 

保
険
証
が
8
月
１
日（
日
）か
ら
 

　
　
　
　
　  

新
し
く
な
り
ま
す 

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
 

 
　
　
減
額
認
定
証
」
の
送
付
 

　
平
成
２２
年
度
の
保
険
料
率
や
軽
減
措
置
は
、

昨
年
度
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
平
成
２２
年
度
の
正
式
な
保
険
料
額
は
、
7

月
以
降
に
決
定
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
額
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
7
月
中
旬
ご
ろ
に
郵
送
し

ま
す
「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
７５
歳
年
齢
到
達
者
に
は
、
随
時
送

付
し
て
い
き
ま
す
。 

申
込
場
所
▼
 

　
市
民
課
 

申
込
に
必
要
な
も
の
▼
 

　
振
替
口
座
の
預
金
通
帳
 

　
通
帳
の
お
届
け
印
 

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
 

 ※
す
で
に
年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
に
変

更
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
再
度
の
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
 

※
す
で
に
金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申
し
込

み
を
し
て
い
る
か
た
で
も
、
年
金
天
引
き

中
止
の
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
か
た
は
、

年
金
天
引
き
が
優
先
さ
れ
ま
す
 

※
口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
、
そ
の
社
会

保
険
料
控
除
は
、
口
座
振
替
に
よ
り
支
払

っ
た
か
た
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
世
帯
全
体
の
所
得
税
や
住
民
税
が
減

額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分

ご
留
意
く
だ
さ
い
 

※
こ
れ
ま
で
の
納
付
状
況
な
ど
か
ら
、
口
座

振
替
へ
の
変
更
が
認
め
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
 

　
現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、

7
月
３１
日
（
土
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
で
、

平
成
２２
年
度
も
引
き
続
き
適
用
を
受
け
ら
れ

る
か
た
に
は
、
新
し
い
認
定
証
を
郵
送
し
ま

す
。（
新
た
に
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
）
 

　
新
し
い
認
定
証
は
、
8
月
１
日
（
日
）
か

ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

※「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保

険
者
の
か
た
が
、
市
・
県
民
税
の
非
課
税

世
帯
に
属
し
て
い
る
場
合
、
申
請
に
よ
り

認
定
さ
れ
ま
す
と
、
入
院
さ
れ
た
と
き
の

食
事
代
な
ど
の
自
己
負
担
が
減
額
さ
れ
る

も
の
で
す
 

平
成
２２
年
度
の
保
険
料
 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
の
お
支

払
い
方
法
に
つ
い
て
は
、
原
則
、
年
金
か
ら

の
お
支
払
い
（
天
引
き
）
と
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
を
「
口
座
振
替
」
に
よ
る
お
支
払
い
方

法
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
希
望

の
か
た
は
7
月
３０
日
（
金
）
ま
で
に
市
民
課

で
手
続
き
く
だ
さ
い
。（
１０
月
か
ら
年
金
天

引
き
で
は
な
く
、
口
座
振
替
に
変
更
と
な
り

ま
す
）
 

※
な
お
、
期
日
を
過
ぎ
て
お
申
し
込
み
を
さ

れ
た
場
合
、
１２
月
以
降
か
ら
の
変
更
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
 

保
険
料
の
お
支
払
い
方
法
を
 

　
　
　
　
　
　
選
択
で
き
ま
す
 

6月定例 
市 議 会 

１
億
6
2
1
1
万
円
増
額
の
 

　
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決
 

◎
電
気
柵
設
置
の
ポ
イ
ン
ト 

  

イ
ノ
シ
シ
の
侵
入
を
防
ぐ
電
気
柵
設
置
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
6
点
で
す
。
実
践
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。 

①
敏
感
な
鼻
先
に
触
れ
さ
せ
る
た
め
、
電
線

を
地
面
か
ら
２０
セ
ン
チ
間
隔
で
2
段
に
張

る
の
が
有
効
で
す
。 

②
凹
凸
の
地
面
で
は
、
電
線
を
常
に
地
面
か

ら
同
じ
高
さ
に
す
る
た
め
、
支
柱
を
追
加

し
ま
し
ょ
う
。 

③
支
柱
と
電
線
を
結
ぶ
「
ガ
イ
シ
」
は
、
外

側
（
イ
ノ
シ
シ
側
）
に
設
置
す
る
と
イ
ノ

シ
シ
は
、
支
柱
に
触
り
な
が
ら
電
線
に
触

れ
る
確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。 

④
イ
ノ
シ
シ
が
舗
装
し
た
道
路
上
で
電
線
に

触
れ
て
も
、
電
線
↓
イ
ノ
シ
シ
↓
地
面
へ

の
電
気
の
通
り
が
悪
く
、
電
気
を
感
じ
ま

せ
ん
。
イ
ノ
シ
シ
の
前
脚
だ
け
で
も
土
の

上
に
く
る
よ
う
に
、
舗
装
道
路
か
ら
５０
セ

ン
チ
以
上
離
し
て
支
柱
を
設
置
し
ま
し
ょ

う
。 

⑤
下
草
が
伸
び
て
電
線
に
接
触
す
る
と
、
漏

電
し
て
電
圧
が
下
が
っ
て
効
果
が
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
頻
繁
に
草
刈
り
を
し
ま
し

ょ
う
。 

⑥
人
へ
の
安
全
対
策
と
し
て
、
電
気
柵
を
設

置
し
た
ら
、
適
当
な
位
置
や
間
隔
で
„
き

け
ん
“
„
さ
わ
る
な
“
な
ど
注
意
看
板
を

つ
け
、
危
険
表
示
を
し
ま
し
ょ
う
。 

農
業
政
策
課（
1

８８
‐
8
1
0
6
） 

問 

イ
ノ
シ
シ
被
害
に
負
け
な
い
か
し
こ
い
対
策
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6
月
定
例
市
議
会
が
6
月
１０
日
か
ら
２６
日

ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

山
岸
市
長
は
招
集
の
あ
い
さ
つ
で
勝
山
市

第
5
次
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
触
れ

「
人
口
構
成
の
急
激
な
変
化
に
対
応
し
、
勝

山
市
の
将
来
像
を
形
づ
く
っ
て
い
く
た
め
の

重
要
施
策
と
し
て
、
小
中
学
校
の
望
ま
し
い

姿
の
実
現
や
新
体
育
館
の
建
設
実
現
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
「
市
長
と
な

ん
で
も
語
ろ
う
会
」
や
「
地
区
別
座
談
会
」

に
お
い
て
市
民
の
皆
さ
ま
に
素
案
を
お
示
し

し
、
市
議
会
と
一
体
と
な
っ
て
第
5
次
勝
山

市
総
合
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
予
　
算

勝
山
市
一
般
会
計
は
１
億
6
2
１
１
万
円

を
増
額
し
、
総
額
を
１
１
6
億
9
6
１
１
万

円
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
補
正
に
対
す
る

財
源
は
、
主
に
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
や
県

か
ら
の
補
助
金
を
当
て
る
こ
と
で
対
応
し
て

い
ま
す
。

増
額
補
正
の
主
な
内
容
は
、
医
療
費
助
成

の
対
象
を
県
の
拡
充
分
に
合
わ
せ
て
市
独
自

で
さ
ら
に
拡
充
す
る
子
ど
も
医
療
費
助
成
事

業
や
、
勝
山
駅
前
広
場
整
備
、
雇
用
対
策
事

業
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
特
別
会
計
の
補
正
2
件
お
よ
び
一

般
会
計
の
専
決
を
含
め
た
4
議
案
が
い
ず
れ

も
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
条
例
な
ど

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
（
医
療
費
助
成
の
対
象
を
就
学
前

児
童
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
に
拡
大
）
や
、

税
条
例
の
一
部
改
正
に
関
す
る
専
決
な
ど
4

議
案
が
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
そ
の
他

そ
の
他
１
議
案
お
よ
び
2
件
の
意
見
書
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
請
願
１
件
お
よ
び
陳
情
2
件
が
採

択
さ
れ
、
１
件
の
請
願
と
3
件
の
陳
情
が
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

●
委
員
の
任
命
・
選
任

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意

さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

三
£

静
代
（
本
町
3
丁
目
）

固
定
資
産
評
価
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同

意
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

矢
戸
　
松
蔵
（
芳
野
町
2
丁
目
）

招集のあいさつをす
る山岸市長

市
内
の
特
に
山
ぎ
わ
に
近
い
農
地
な
ど
で

は
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
が
多
発
し
、
農
家
を
悩

ま
せ
て
い
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
動
物
は
、
農
作
物

を
狙
っ
て
圃
場
だ
け
に
侵
入
す
る
わ
け
で
は

な
く
、
お
墓
の
お
供
え
な
ど
の
お
い
し
い
エ

サ
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
場
所
で
も
良
い
の
で

す
。野

生
鳥
獣
全
般
に
い
え
る
こ
と
で
す
が
、

被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
あ
き
ら
め
ず

に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
考
え
ら
れ

る
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
と
試
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

安全啓発用看板



介 護 給 付 費 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
は

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
は 

　
　
　
　
　
　
保
険
料
と
公
費
で
す

　
　
　
　
　
　
保
険
料
と
公
費
で
す 
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
は 

　
　
　
　
　
　
保
険
料
と
公
費
で
す 

要
介
護
認
定
者
数
、介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
は 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す 

勝山市介護保険運営協議会等委員のご紹介 

　
介
護
保
険
は
、
４０
歳
以
上
の
皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
保
険
料
が
大
切
な
財

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
、
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

　
介
護
保
険
事
業
は
、
市
の
一
般
会
計
と
は

別
に
運
営
さ
れ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る

経
費
は
、
保
険
料
が
５０
％
、
公
費
が
５０
％
で

賄
わ
れ
ま
す
。 

　
内
訳
は
、
６５
歳
以
上
の
か
た
の
保
険
料
が

２０
％
、
４０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
か
た
の
保
険

料
が
３０
％
、
国
庫
負
担
が
２５
％
、
県
費
が
１２

・
5
％
、
市
費
が
１２
・
5
％
で
す
。 

　
介
護
保
険
制
度
が
開
始
さ
れ
た
平
成
１２
年

度
に
比
べ
て
要
介
護
認
定
者
は
年
々
増
え
、

平
成
２１
年
度
で
は
約
1
・
5
倍
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
要
介
護
認
定
者
の
増
加
に
伴
い
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
お
金
も
年
々
増
大

し
、
平
成
２１
年 

度
で
は
約
２２
億 

円
と
な
っ
て
い 

ま
す
。 

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
に
、
通

常
は
費
用
の
１
割
負
担
で
す
が
、
保
険
料
の

滞
納
が
あ
る
と
、
そ
の
滞
納
期
間
に
応
じ
て

給
付
費
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。 

　
災
害
や
失
業
な
ど
、
や
む
を
得
な
い

理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
た
と
き
は
、
保
険
料
の
減
免
や

納
付
猶
予
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
健
康
長
寿
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
に
つ
い
て 

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
か
た
が

手
す
り
や
段
差
解
消
な
ど
の
介
護
に
必

要
な
た
め
の
住
宅
改
修
を
行
う
と
き
は
、

工
事
着
工
前
に
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

通
じ
て
、
市
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

　同協議会は、介護保険に関する施策を円滑に運営するこ
とを目的としています。また、同協議会委員は下記の委員
を兼ねます。　　　　(順不同、敬称略、◎会長　○副会長) 
市民代表(一般公募) 
　朝　井　輝　夫（遅羽町蓬生) 
　福　田　　　稔（平泉寺町赤尾) 
　三　谷　輝　子（旭町2） 
　大　沢　芳　乃（昭和町１） 
学識経験者 
◎竹　下　治　生（勝山市医師会長) 
　帰　山　寿　憲（勝山市市議会総務文教厚生委員長） 
　大　西　良　之（奥越健康福祉センター医幹） 
事業者代表 
○伊　藤　慈　郎（介護保険施設代表) 
　杉　本　洋　子（居宅介護支援事業所代表） 
　藤　木　つた子（地域密着型サービス事業所代表） 

勝山市地域包括支援センター運営協議会委員 
　山　内　　　榮（高齢者代表） 
　佐　野　瑞　圓（ボランティア代表） 

勝山市地域密着型サービス運営委員会委員 
　高　橋　英　一（奥越土木事務所建築課長） 

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
 

保険料は大切な財源です 

公　費 
50％ 

６５歳以上の保険料 
20％ 

４０歳以上６５歳未満の 
保険料 
30％ 

65歳以上のかたの 
勝山市の介護保険料（H21～H23） 

区　分 対　　　　象　　　　者 標準月額 

4,500円 

保険料率 

0.5 

0.5 

0.75 

0.91 

1.0 

1.16 

1.25 

1.5

(月額保険料） 
年額保険料 

（2,250円） 
27,000円 

（2,250円） 
27,000円 

（3,375円） 
40,500円 

（4,095円） 
49,100円 

（4,500円） 
54,000円 

（5,220円） 
62,600円 

（5,625円） 
67,500円 

（6,750円） 
81,000円 

市民税世帯非課税で老齢福祉年金※1受給者、または生活
保護受給者 

市民税世帯非課税で課税年金収入額＋合計所得金額※2が
80万円以下のかた 

市民税世帯非課税で上記以外のかた 

市民税世帯課税で本人非課税のかたのうち本人の課税年
金収入額＋合計所得金額が80万円以下のかた 

市民税世帯課税で本人非課税の人のうち第4段階以外の
かた 

市民税本人課税で合計所得金額が125万円未満のかた 

市民税本人課税で合計所得金額が200万円未満のかた 

市民税本人課税で合計所得金額が200万円以上のかた 

平成21年度～23年度の3年間の介護保険料は、国の
特別対策による介護従事者処遇改善臨時特例交付金に
より、急激な上昇とならないように設定されています。 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

（人） 

（百万円） 

認　定　者　数 

H１２ H１３ H１４ H１５ H１６ H１７ H１８ H１９ H２０ H２１ 

H１２ H１３ H１４ H１５ H１６ H１７ H１８ H１９ H２０ H２１ 

1,377
1,573

1,699 1,739
1,866 1,947 1,942

2,130 2,173
2,250

925
1,103

1,236

1,362 1,386

1,029

1,206
1,302

1,402

1,359

第1段階 

第2段階 

第3段階 

第4段階 

第5段階 

第6段階 

第7段階 

第8段階 

※1　老齢福祉年金：明治44年4月1日以前に生まれたかたなどで、一定の所得がないかたや、他の年金を受給できないかたに支給される年金 
※2　合計所得金額：収入金額から必要経費に相当する金額（収入の種類により計算方法が異なります）を控除した金額で、扶養控除や医療費 
　　　　　　　　　  控除などの所得控除をする前の金額 

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

◆
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護 

　
　
よ
ろ
こ
ん
で
ハ
ウ
ス
・
サ
ン
プ
ラ
ザ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
サ
ン
プ
ラ
ザ
内
） 

◆
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護 

　
　
愛
の
家
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
勝
山
荒
土
（
荒
土
町
） 

　
　
愛
の
家
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
勝
山
野
向
（
野
向
町
） 

　
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
な
み
ず
き
　
　
（
立
川
町
） 

◆
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護 

　
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
な
み
ず
き
　
　
　
（
立
川
町
） 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス 

健
康
長
寿
課
　（
1

８７
‐
0
8
8
8
） 

問 
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公共交通車両 

一般車両 
勝
山
駅
舎
 

送
迎
車
両
専
用
 

　
　
（
7
台
分
）
 

勝
山
駅
前
広
場
整
備
工
事
に
着
手 

勝
山
駅
前
広
場
整
備
工
事
に
着
手 

勝
山
駅
前
広
場
整
備
工
事
に
着
手 

　
平
成
２２
年
7
月
下
旬
か
ら
3
ヶ
年
を
か
け
福
井
県
と
勝
山
市

が
共
同
し
て
、
勝
山
市
の
玄
関
口
で
あ
る
勝
山
駅
前
広
場
整
備
工

事
が
始
ま
り
ま
す
。 

　
こ
の
工
事
で
は
、
駅
前
を
ロ
ー
タ
リ
ー
化
し
て
、
利
用
者
の
利

便
向
上
と
駅
前
の
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。 

工事期間中の交通規制にご協力ください。 

完成予想図 

平成22年度 
工事範囲 

規制内容 
○駅前への一般車の進入はできません。

一般車は踏切を渡って駅西駐車場から

のご利用をお願いします。 

（一般車送迎は駅西にスペースを設け

ます） 

お知らせ 
○広場スペースを半分、供用しながら工

事を施工します。 

○公共交通車両（バス、タクシー）は駅

前にて運行します。 

●勝山駅舎の改修（市の事業）が国から採択されました。 

　　広場整備に合わせて駅舎の改修を計画しており、えちぜん鉄

道（旧京福電鉄）の歴史を物語る物品などを展示する電車資料

スペースを駅舎内に設け、テキ6の展示と合わせて、鉄道ミ

ュージアムの空間としての整備を計画しています。 

　　今後、勝山駅周辺整備連絡協議会において詳細な整備計画を

検討していきます。 

福井県奥越土木事務所勝山維持管理課（188‐1600） 
勝山市建設部都市政策課　　　　　　（188‐8108） 

問 

市
民
課
　
　
　 

　
　（
1

８８
‐
8
1
0
2
） 

福
井
年
金
事
務
所
　
お
客
様
相
談
室 

　
　 

　（
1
0
7
7
6
‐
２３
‐
4
5
1
8
） 

問 

市
民
課
　
　
　 

　
　（
1

８８
‐
8
1
0
2
） 

問 

　
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
い

ざ
と
い
う
と
き
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
将
来
に
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
い
、
ま
た
は
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

た
と
し
て
も
少
な
い
年
金
額
に
な
っ
て
し
ま

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
国
民
年
金
で
は
、
所
得
が
少
な
い
な
ど
の

理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
か

た
の
た
め
に
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
義
務
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。 

対
象
と
な
る
か
た
▼ 

・
前
年
の
所
得
が
少
な
い
か
た 

・
失
業
や
倒
産
、
天
災
な
ど
に
あ
っ
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
か
た 

・
学
生
の
か
た 

 

保
険
料
免
除
・
猶
予
制
度 

■
全
額
免
除
・
一
部
納
付
（
免
除
）
制
度 

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
（
平
成

２１
年
度
分
を
１
月
〜
7
月
の
間
に
申
請
さ
れ

る
場
合
は
前
々
年
）
の
所
得
が
「
所
得
基
準
」

以
下
の
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除

さ
れ
ま
す
。 

※
退
職
・
失
業
に
よ
る
特
例
制
度
も
あ
り
ま

す 

■
若
年
者
納
付
猶
予
制
度 

　
同
居
の
両
親
な
ど（
世
帯
主
）の
所
得
が
高

い
た
め
に
免
除
に
該
当
し
な
い
若
年
者
（
３０

歳
未
満
）
は
、
本
人
と
配
偶
者
の
所
得
が
「
所

得
基
準
」
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
義
務
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

（
最
長
１０
年
） 

 

■
学
生
納
付
特
例
制
度 

　
学
生
の
か
た
で
本
人
の
前
年
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
義
務
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。（
最
長
１０
年
） 

必
要
な
も
の
▼ 

・
印
鑑 

・
離
職
票
の
写
し
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
（
退
職
・
失
業
な
ど
の
場
合
） 

・
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
（
学

生
の
場
合
） 

申
請
場
所
▼ 

　
市
役
所
ま
た
は
福
井
年
金
事
務
所 

国保 国保 
8
月
１
日
か
ら
 

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す
 

年金 年金 
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
 

難
し
い
か
た
に
お
知
ら
せ
で
す
 

　
現
在
ご
使
用
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
は
、
平
成
２２
年
7
月
３１
日
が
有
効
期
限
で

す
。
8
月
1
日
か
ら
ご
使
用
い
た
だ
く
被
保

険
者
証
は
7
月
３１
日
ま
で
に
被
保
険
者
宅

へ
郵
送
し
ま
す
。
一
般
の
か
た
は
「
赤
色
」、

退
職
者
の
か
た
は
「
緑
色
」
で
す
。 

             　
７０
歳
〜
７４
歳
の
か
た
に
は
、「
国
民
健
康

保
険
高
齢
受
給
者
証
」
も
同
時
に
お
届
け
し

ま
す
。 

　
現
在
発
行
し
て
い
る
限
度
額
認
定
証
・
標

準
負
担
額
減
額
証
の
有
効
期
限
も
7
月
３１

日
で
す
の
で
、
入
院
中
な
ど
で
認
定
証
の
必

要
な
か
た
は
改
め
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
旧
被
保
険
者
証
は
、
市
役
所
市
民
課
、
福

祉
健
康
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
」、
も
し
く

は
最
寄
り
の
公
民
館
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。 

　
学
生
な
ど
で
住
民
票
が
勝
山
市
に
な
い
か

た
で
被
保
険
者
証
が
必
要
な
か
た
は
、
7
月

２６
日
ま
で
に
勝
山
市
役
所
市
民
課
へ
遠
隔
地

被
保
険
者
証
の
交
付
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。 

▼
申
請
に
必
要
な
も
の 

・
在
学
中
の
か
た
　
在
学
証
明
書
な
ど 

・
長
期
に
わ
た
り
住
居
を
離
れ
る
か
た 

　
入
所
証
明
書
（
施
設
や
寮
入
所
の
場
合
） 

▼
卒
業
さ
れ
て
い
る
か
た 

　
必
ず
市
民
課
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。
卒
業

ま
で
遡
り
国
保
の
資
格
を
喪
失
し
、
か
か
っ

た
医
療
費
は
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
税
も
課
税
さ
れ
た

ま
ま
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

見本 

見本 

　
被
保
険
者
証
の
裏
面
に
つ
い
て
は
今
年
度

よ
り
臓
器
提

供
意
思
表
示

と
な
り
ま
し

た
。
提
供
の

意
思
の
あ
る

か
た
は
必
要

事
項
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。 

【裏面】臓器提供意思表示 
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エコ環境都市を目指して エコ環境都市を目指して エコ環境都市を目指して 

中部地方環境事務所から借り受けた監視カメラ 

カ
メ
ラ
は
見
逃
見
逃
さ
な
い
！ 

カ
メ
ラ
は
見
逃
見
逃
さ
な
い
！ 

カ
メ
ラ
は
見
逃
さ
な
い
！ 

不
法
投
棄
を

不
法
投
棄
を
ゼ
ロ
に
！ 

不
法
投
棄
を
ゼ
ロ
に
！ 

　
市
で
は
、
不
法
投
棄
行
為
を

取
り
締
ま
る
た
め
、
中
部
地
方

環
境
事
務
所
か
ら
借
り
受
け
た

監
視
カ
メ
ラ
を
市
内
各
所
に
設

置
し
て
い
ま
す
。 

　「
ち
ょ
っ
と
ぐ
ら
い
な
ら
平
気
」

と
思
っ
て
い
て
も
、
ど
ん
な
に

少
量
で
も
、
ご
み
を
捨
て
れ
ば

不
法
投
棄
に
あ
た
り
処
罰
さ
れ

ま
す
。 

　勝山市では、勝山市環境基本計画を推進するため、

市民・市民団体、事業者、行政で構成する「エコ・

クリーン市民会議」の委員を募集します。 

募集対象s環境保全に関する取り組みをされている

かた、または意見をお持ちのかた 

募集人数s若干名（特に女性のかた） 

委嘱期間s2年 

職務内容s 

　・計画推進のための取り組みの検討および評価 

　・環境自治体会議（平成24年開催）に関すること 

募集期限s7月23日（金） 

応募方法s氏名、住所、生年月日、性別、希望動機

をご記入のうえファックス、メールまた

は持参で生活環境課に提出願います。 

勝山市環境基本計画 
「エコ・クリーン市民会議」委員募集 

生活環境課（188‐8104） 
　　　　　（FAX 88‐0222） 
Ｅメール　kankyou@city.katsuyama.lg.jp

申 ・ 問 

■主な活動内容　　　　　　　　　　　　　　 

○クリーンアップ＆フラワー大作戦に参加し、市民活

動センターの周りを花でいっぱいにしました 

○災害ボランティア要請研修に参加しました 

○団体間交流事業で、越前市の「ＮＰＯえちぜん」に

視察研修に行きました 

○クリーンアップ九頭竜川事業に参加しました 

○環境問題について勉強し、参加者それぞれがエコ活

動に取り組みました 

○勝山年の市で、舞茸入りそば・ぜんざいなどで、お

もてなしをしました 

こ
ん
に
ち
は
！
　
勝
山
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す 

勝
山
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

　
　
　
　
　
　
　
　（
1

８８
‐
１
０
１
１
） 

問 

試
験
区
分 

受験資格、要件 
（学歴・性別は問わない） 

資格、免許など 生年月日 

問わない 
事
　
　
務 

土
木
・
建
築 

消
　
　
　
防 

土木または建築に関

する専門技術を有す

るかた、または平成

23年3月末日まで

にその知識の習得が

見込まれるかた 

普通自動車運転免許

を有するかた、また

は平成 23 年 3 月

末日までにその免許

の取得が見込まれる

かた 

昭和56年 
　4月2日～ 
平成5年 
　4月1日 

昭和50年 
　4月2日～ 
平成5年 
　4月1日 

昭和56年 
　4月2日～ 
平成5年 
　4月1日 

　市では警報などの発令に
ついて、緊急メールの配信
サービスを行っていますの
で、登録をお願いします。 

携帯電話は、
こちらのＱＲ
コードで登
録できます。 

総務課（188‐1116） 問 

勝
山
市
職
員
採
用
試
験
の
ご
案
内
 

平
成
２２
年
度
勝
山
市
職
員
採
用
候
補
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
 

試
験
区
分
と
採
用
予
定
人
員
▼ 

　
　
◆
事
　
　
　
務
　
１
人
程
度
 

　
　
◆
土
木
・
建
築
　
3
人
程
度
 

　
　
◆
消
　
　
　
防
　
１
人
 

受
験
資
格
▼
左
表
の
と
お
り 

受
付
期
間
▼
7
月
１６
日
（
金
）
〜
 

　
　
　
　
　
　
　
8
月
１７
日
（
火
） 

　
午
前
8
時
３０
分
〜
午
後
5
時
３０
分
 

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
） 

申
込
方
法
▼
市
役
所
交
付
の
「
試
験
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
本
人
の
写
真
（
上

半
身
脱
帽
、
縦
5
㎝
×
横
5
㎝
、
申
し
込

み
前
6
月
以
内
に
撮
影
）
を
所
定
の
箇
所

に
貼
付
し
、
総
務
課
人
事
職
員
グ
ル
ー
プ

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
　
郵
送
で
試
験
申
込
書
を
請
求
す
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試
験
申
込

書
請
求
」
と
朱
筆
し
、
中
に
返
信
用
封
筒

（
角
2
　
３３
㎝
×
２４
㎝
、
1
4
0
円
切
手

を
貼
り
、
表
に
宛
先
を
明
記
）
を
必
ず
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
　
ま
た
、
試
験
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。 

　
　
こ
の
他
、「
ふ
く
ｅ
‐
ネ
ッ
ト
電
子
申

請
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
し
て
申
し
込
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。 

第
１
次
試
験
▼
9
月
１９
日
（
日
）
午
前
9
時 

と
こ
ろ
▼
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
」 

内
　
容
▼
地
方
公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般

知
識
に
つ
い
て
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
択

一
式
筆
記
試
験
、
専
門
試
験
（
土
木
・
建

築
の
み
） 

※
第
2
次
試
験
に
つ
い
て
は
、
第
１
次
試
験

合
格
者
に
通
知
し
ま
す 

　
　
〒
9
1
1
‐
8
5
0
1
 

勝
山
市
元
町
１
丁
目
1
‐
1
 

勝
山
市
 
総
務
部
 
総
務
課
　
人
事
職
員 

グ
ル
ー
プ  

　
　
　
　 

（
1

８８
‐
1
1
1
3
） 

問 
・ 
申 

そばオーナー体験農園　募集中！ そばオーナー体験農園　募集中！ そばオーナー体験農園　募集中！ 
　勝山市は、福井県内でも有数の大変美味しいそばがとれる産地です。 

　今年で5年目を迎えたそばオーナー体験農園は、特産であるそばのPRと農

業体験を通じてそばの文化に触れ、幅広い交流を促進することを目的に、か

っちゃま弁天そば会が主体となり、野向町聖丸区と協力して実施しています。 

　ぜひ、自分で育てたそば粉を使い、指導を受けながらおいしいそばを作っ

てみませんか。 

農園場所s野向町聖丸区内 

料　　金s１区画（100㎡）　8,000円（1区画4名まで登録可） 

　　　　　※そば打ち体験には、別途1,500円かかります 

体験内容s 

　①そばの種まき体験 

　　8月22日（日）午前9時30分～正午 

　②そば刈り体験 

　　10月下旬の土曜日もしくは日曜日 

　③そば打ち体験 

　　12月上旬の土曜日もしくは日曜日 

募集区画s20区画 

募集期限s8月13日（金） 

 農業政策課（188‐8106） 申 ・ 問 
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平
成
１５
年
、
勝
山
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
自
主

的
な
活
動
を
し
て
い
る
団
体
を
支
援
し
て
い

く
組
織
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

現
在
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
２８
団
体
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
各
団
体
と
の
連
携

を
図
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
ま
で
の
主
な
活

動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
次
回
か
ら
は
、
各
団
体
の
ご
紹
介

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

毎年、実行委員が趣向を凝らして市民活動セン
ターまつりを盛り上げています

勝山恐竜クロカンマラソンで、チャマゴンの旗を振っ
て声援を送りました



市 長と何でも語ろう会開催 
勝山市の未来像を考える 

　勝山市の今後10年間のあり方をデザインする第5次勝

山市総合計画について、市民対話集会「市長となんでも語ろ

う会」が6月29日夜に教育会館で行われました。小中学

校再編と新体育館建設を主題として市長が概要を説明し、後

に担当課より詳細説明がありました。 

　参加された市民からは多くの意見・質問が寄せられ、学校

再編について関心の高さがうかがえました。 

　市では今後、各地区座談会などで広く意見・要望をお聞き

していきます。 

　第2次健康増進計画策定の記念イベント
として、昨年に引き続き、登山家の三浦雄一
郎さんが講演を行いました。 

健
康
づ
く
り
講
演
会
開
催 

■
6
月
6
日
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
 

三
浦
雄
一
郎
さ
ん
健
康
に
つ
い
て
語
る 

　（社）勝山市シルバー人材センターが、今
年度の安全就業優秀シルバー人材センター賞
（全国で3センターのみ）を受賞しました。 

安
全
就
業
優
秀
賞
を
受
賞
 

■
6
月
２２
日
　
元
町
１
丁
目
 

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
安
全
就
業 

　恐竜渓谷ふくい勝山ジオパークのスポット
を訪ねるツアーに市内外の25人が参加し、
恐竜発掘現場や七里壁、大清水などを見学し
ました。 

ジ
オ
パ
ー
ク
ツ
ア
ー
（
川
編
） 

■
6
月
２７
日
　
勝
山
市
内
 

勝
山
の
地
質
遺
産
を
訪
ね
る 

　荒土町ふるさとづくり協議会と荒土小学校
5年生児童13人が、炭焼窯に原木を運び込
む作業を行いました。 
　この後、ミズナラの苗木を近くの山に植樹
しました。 

荒
土
小
学
校
児
童
炭
焼
体
験
 

■
6
月
３０
日
　
荒
土
町
新
道
 

炭
焼
き
づ
く
り
の
復
活
を 

質問する参加者 

鹿 谷小学校で環境学習会 
ビオトープ水路に魚を放流 

　6月24日、鹿谷小学校校舎の南側に整備されたビオトー

プ水路で、同校児童による環境学習会が行われ、アブラハヤ

やシマドジョウなど4種類の魚30匹が放流されました。

放流に参加した渡邊岬君（5年）は「魚が元気に泳いでいっ

たのでうれしかった」と、魚の生き生きした姿に充実した様

子でした。 

　ビオトープ水路は、鹿谷地区で平成21年度まで行われた

県営中山間地域総合整備事業で造成されたものです。 

水路で魚の放流準備をする児童 

7月24日（土）、31日（土） 
8月 7日（土） 

絵本の森 －よみきかせ会－ 
PM2:00～ 

8月14日（土） 

おはなしでてこい　 PM2:00～ 
8月8日（日）「ポパイ」 
アニメ上映会 PM2:00～ 
7月24日（土）・25日（日） 
地下書庫に行ってみよう AM10:00～ 
7月23日（金） 

赤ちゃんとえほんの日 
－赤ちゃん絵本の紹介とよみきかせ－ 

AM10:30～ 

一
般
図
書 

こ
ど
も
図
書 

川
の
カ
エ
ル
と 

　
　
生
き
も
の
た
ち 

松
橋
　
利
光
／
写
真
と
文 

ア
リ
ス
館 

線
維
筋
痛
症
が
わ
か
る
本 

戸
田
　
克
広
／
著 

主
婦
の
友
社 

こ
こ
に
も
、
こ
け
が
… 

越
智
　
典
子
／
文
 

福
音
館
書
店
 

ハ
ン
カ
チ
で
つ
く
る 

　
　
　
　
　
こ
ど
も
服 

弘
茂
　
昭
子
／
著 

世
界
文
化
社 

ピ
ー
テ
ィ
　 

ベ
ン
・
マ
イ
ケ
ル
セ
ン
／
作 

鈴
木
出
版 

私
の
神
様 

小
手
鞠
　
る
い
／
著 

朝
日
新
聞
出
版 

か
っ
ぱ
の
川
太
郎
の
お
話 

柴
山
　
幸
雄
／
文
・
画  

月
の
恋
人 道

尾
　
秀
介
／
著 

新
潮
社 

Ｓ
Ｌ
れ
っ
し
ゃ 

　
　
だ
い
さ
く
せ
ん 

横
溝
　
英
一
／
文
・
え 

小
峰
書
店 

「
星
の
王
子
さ
ま
」
事
典 

三
野
　
博
司
　
／
著 

大
修
館
書
店 

勝山市立図書館　188－6000　　ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/

7月19日（月・祝） 

絵本と手品のつどい 
－K&ピエロ－ PM2:00～ 

夏の催し物 夏の催し物 夏の催し物 
恐竜教室（定員各３０人） 

AM１０：００～正午　 
７月２２日（木）恐竜ふえづくり 
２３日（金）恐竜レプリカづくり 

紙芝居の日　PM７：００～ 
７月２３日（金） 
夏休みフライデータイム 
　７月２３日から８月２７日の毎
週金曜日は、午前９時３０分～
午後７時３０分まで延長開館し
ます。 

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
議
会
、 

　
　
略
し
て
「
エ
コ
協
」
で
す
。
 

未
来
創
造
課
　
　
　（
1

８８
‐
1
1
1
5
） 

問 
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6
月
下
旬
、
勝
山
の
至
る
と
こ
ろ
で

ホ
タ
ル
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
大
蓮
寺
川

や
淀
川
な
ど
街
中
の
川
に
も
た
く
さ
ん
飛
ん

で
い
ま
し
た
。
勝
山
は
キ
レ
イ
な
環
境
な
の

だ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

6
月
の
活
動
報
告

◆
小
原
「
赤
兎
山
」
開
山
式

5
月
３０
日
（
日
）

林
道
小
原
線
入
口
に
て
「
赤
兎
山
」
の
開

山
式
が
行
わ
れ
、
エ
コ
協
か
ら
は
小
原
Ｅ
Ｃ

Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
参
加
し
ま
し
た
。

安
全
祈
願
が
行
わ
れ

た
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
、
待
ち
わ
び

た
登
山
客
の
車
が
林
道

を
登
っ
て
い
き
ま
し

た
。
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の

ツ
ア
ー
客
に
は
、
山
菜

の
天
ぷ
ら
や
猪
肉
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
が
振
舞

わ
れ
、
ま
た
、
小
原
出
身
者
が
作
っ
た
ウ
ド

の
漬
物
や
ぜ
ん
ま
い
煮
、
き
ゃ
ら
ぶ
き
が
と

て
も
好
評
で
し
た
。

7
月
の
エ
コ
協
企
画

◆
荒
土
町
小
学
生
炭
出
し
体
験7

月
１４
日
（
水
）

◆
越
前
大
仏
夏
ま
つ
り

7
月
２５
日
（
日
）

◆
越
前
甲
登
山
　
　

7
月
２５
日
（
日
）

エ
コ
協
の
団
体
・
活
動
紹
介

身
近
で
活
動
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
団
体

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
北
谷
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

北
谷
町
で
昔
踊
ら
れ
て
い
た
「
千
本
搗づ

き
」

と
「
は
い
や
」
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
活
動
し

て
い
ま
す
。

昔
踊
り
本
番
　

と
　
き
▼
8
月
１５
日
（
日
）
の
夜

と
こ
ろ
▼
北
谷
町
河
合
地
区
神
社

練
習
会
▼
7
月
１４
日
〜
8
月
１１
日

（
毎
週
水
曜
日：

計
5
回
）

午
後
7
時
か
ら
北
谷
公
民
館
に
て

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い

◆
越
前
禅
定
道
修
験
者
マ
ラ
ソ
ン

実
行
委
員
会

勝
山
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
定
着
し
て
き

た
「
越
前
禅
定
道
修

験
者
マ
ラ
ソ
ン
」が
、

8
月
２２
日
（
日
）
に

開
催
さ
れ
る
に
あ
た

り
、
大
会
前
に
数
回

に
わ
け
て
登
山
道
の

草
刈
り
な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

※
参
加
者
と
運
営
ス
タ
ッ
フ
（
コ
ー
ス
整
備
、

給
水
地
点
の
要
員
な
ど
）
を
募
集
し
て
い

ま
す


